






































































































































































































































































図１０ 6２．５．１１ 図１１ 6３．５．１３





























図１５ 62.6.15 図１６ 1．５．９
陰影の経過もあわせて考え、granulomaまたはhamartomaなどの良性腫瘍と診断し、経過観察と
した。
3２
考案
我々は、少なくとも新生物の発生が最も低率の学生約8,000名と、２０代から60代までの年令幅の
ある職員約2,000名を対象として、毎年定期的に胸部Ｘ線間接撮影を読影する機会をもっていろ。
戦後既に40年以上が経過して、生活環境の好転した現在では、学生の定期健康診断において、肺
結核の早期発見を主な目的とした胸部Ｘ線撮影は、もはやその意義は極めて低くなってきていろ:)､2）
このことは職員を対象とした場合においても同様であり、むしろ肺癌の早期発見こそが主要な目
的の１つにとって代ってきているであろう:)-5)したがって、定期健康診断において撮影された胸部
Ｘ線フィルムの読影にあたっては、常に前回に撮影されたフィルムとの対比が不可欠であるといえ
る。しかしながら、これまではフィルム整理の都合上、定期健診で撮影した間接フィルムを１枚１
枚切断することなく、400枚撮りのロールのまま保管することとしていたので、前年度のフィルム
との比較は極めて面倒であり、時間を要するため、よほどの異常所見が存在しない限り、ついつい
怠ってしまうことが日常であった。我々の対象の大部分を占める学生においては、新生物の発生は
非常に稀であるとはいえ、全くないとはいえず、また、癌発生年令にある職員をも対象としている
ことを考えろと、従来の読影方法では不十分であると思考せられるj)､7）
そこで５年前より、間接フィルムは毎年実施の分を１人１人１つのパックに収納して、健康診断
票とまとめて保管することとした。この方法では、逐年の比較読影が極めて容易であるのみでなく、
学生あるいは職員が保健管理センターを日常に利用する都度、健康診断票と同時に胸部Ｘ線フィル
ムも診察医の目に触れることになるので、読みなおしをすることも簡単に行うことができるのであるcP）
今回、この方法でチェックされたもののうち、逐年比較読影法が有用であった４症例を報告した。
症例１，２，３は、いずれも前回までのフィルムでは全く異常所見が認められなかったものの、
本年度のフィルムにおいて初めて異常陰影が発見されたものである。これらの異常所見は、本年度
のフィルムのみでもあるいはとらえることが可能であったかも知れないが、少なくとも逐年比較読
影法が、その発見を容易にしたことは確実である。また、症例４は本学入学時より胸部Ｘ線像で異
常陰影が指摘されていたもので、入学時のフィルムでは良性のもので経過観察のみでよいと判断さ
れていた。この学生は本年最終学年を迎えることとなったが、それまで毎年定期健康診断を受診し
ており、毎年前回のフィルムとの比較読影がなされ、入学時の判断が４年後においても正しかった
といえる結果であった。
定期健康診断において撮影されるフィルムは多数にのぼり、その管理は必ずしも容易ではない。
結局はロールにしたまま、年度別に倉庫に保管されてしまうことになりがちである。その結果、異
常所見が発見されても前回との比較が面倒なため、つい等閑にしてしまうことになる。我々の方法
はこの点を改善したものであり、定期健康診断のフィルムの管理法として有用であるといえる。
－３３－
結語
我々は、本年度の学生および職員約12,000名を対象としたＸ線間接撮影において、チェックした
４症例の診断にあたり、前年、前々年度にわたる比較読影が極めて有用であったことを報告し、こ
れを強調したい。
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